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Development of a Wooden Wintergarden（Ⅰ）
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　　北海道の主要都市（帯広，函館，札幌, 旭川）でウィンターガーデンの調査を行った。その結果
　以下のことがわかった。
　  1）ウィンターガーデンの多くは，住宅の増築時に設置されている。
　  2）一階の居間に隣接するウィンターガーデンが一番多かった（83％）。しかし，寒さのために居
　間空間の延長としては使用されていない。
　 3）日中の使用がメインとなる「乾燥室」，「パッシブソーラ」，「日光浴」については，使用頻度が
　高く，その評価も高かった。
　 4）結露の発生は，ウィンターガーデン内の空気の排出によって抑えられる。
　 5）多目的に使用するウィンターガーデンは，最低でも奥行が1.8m以上必要である。
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　　Wintergardens in the main cities（Obihiro，Hakodate, Sapporo，Asahikawa）of Hokkaido were
 investigated．
　　As a result，it was found that；
　  1）Most wintergardens were built when a house was enlarged．
　　2）Most wintergardens adjoined the sittingrooms on the lst floor（83％）．However，they were not used
　as the extension of the sittingroom  space due to the cold．
　　3）They were frequently used as a “drying room”,“passive solarium”，or “sunbath room”mainly in
　the daytime，and were highly valued.
　　4）The occurrence of dewing was suppressed by the discharge of air from the wintergarden．
　　5）A depth of 1.8m or more was needed for a wintergarden for multipurpose use．
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　　　　　　　　　1．はじめに

　近年の北海道の住宅は，高断熱，高気密化によっ

て，冬期間にも寒さを実感することなく生活できる

ものとなっている。しかしながら，外界から遮断さ

れた人工環境は，必ずしも身体の五感に感応する快

適さを創出することは難しく，時には不快感を与え

ることもある。特に，暖房を必要とする冬季には，屋

内生活が主体となり屋外の清浄な環境に接すること

がほとんどない。そのため，季節のサイクルの中で

太陽の恩恵を享受しながら四季折々の自然を楽しむ

ことのできる半戸外空間の要望が高まっている。

　そのため，積雪が少なく比較的温暖な地域で広く

普及している縁側やウィンターガーデンなどの半戸

外空間が，そのままの仕様で設置されている例が見

られる。しかし，北海道では，積雪量や気温などの

気象条件が著しく異なるため，期待どおりの快適さ

や爽快感を得られていないことが予想される。

　そこで，北海道におけるウィンターガーデンの使

用状況を把握するための調査を行った。

　　　　　　　2．アンケート調査

　北海道におけるウィンターガーデンの使用状況を

把握するため，北海道の主要都市（函館，帯広，札

幌，旭川）で聞き取り調査を行った。ここで対象と

したウィンターガーデンは，「多量の自然光を取り込

むために，壁や屋根面を大きなガラスで囲った部屋」

と定義し，明らかに玄関風除室と思われるものは対

象外とした。なお，調査は1995年12月から1996年3月

に行った。調査件数は，帯広7件，函館12件，札幌8

件，旭川8件であった。調査の概要を第1表に示す。

　　　　　　　3．調査結果と考察

3．1 設置時期と仕様

　ウィンターガーデンの設置時期と仕様についての

結果を第2表に示す。設置は，すべてが増築によって

行われており，新築時に設置されたものはなかった。

ここで，ウィンターガーデンが増築された場所は大

きく三つのタイプに分類できる。

①フロアタイプ：1階部分の地上に設置（第1図参照）

②屋上タイプ：屋上部分に設置（第2図参照）

③バルコニータイプ：バルコニーに設置（第3図参照）

その結果，設置場所は，フロアタイプが全体の83％

を占めた。施工の容易さでは凍上を考慮した基礎工

事不要の屋上タイプやバルコニータイプが優れてい

る。しかし，増築の場合には，後者のタイプはウィ

ンターガーデンの大きさや設置方向を自由に決定す
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第2 表 ウインターガーデンのタイプ別の設置時期

‾ねble 2 ．T he ty p e o f w in te rg a rd e n a n d th e w h e n o f a
Wi n t e r g a r d e n ■ s c o n s t r u c t i o n ．

（ 軒 ：N um ber of cases）

ウインターガーデンの設置時期
The w h e n o f a w i n t e r g a r d e n ’s c o n s t r u c t i o n

キ志プIm。Wh。慧莞㌔1。ti。n【Th。W慧慧ご烹1a温（＊）
フロアタイプ

F lo o r－ty p e
2 9（ 1 6 ）

屋上タイプ

R ooftop一吋pe
2（ 0 ）

バルコニータイプ
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凡例 ：＊：増築時のうちバルコニーを設置 しているもの。

L e g e n d ：＊ ：N u m b e r o f h o u s e s th a t j o in s h o u s e b a lc o n y

a t th e tim e o f e n la rg e m e n t．

第1 図 フロアタイプ

F i9 ．1．F lo o r－ty P e（C o n stru c t o n th e g「o u n d ）．



木製 ウインターガーデンの開発（第1報）

第3 表 ウィンターガーデンの使用目的と総合評価

‾b b le 3 ．U t‖iz a t io n a n d s y n th e s is a p p「a is a 1 0 f w in te 「g a 「d e n ．

（ 軒 ：N um ber of cases）

と室内の温度を同時にコン トロールすることができ

ない。これが前述の回答の一因と思われる。また，増

築では簡易な補助暖房装置の設置す ら困難となる場

合があるため，増築による「居室の延長」，「温室」目

的のウインターガーデンの設置には，十分な配慮を

要する。逆に，前述の回答と評価が異なる「パ ッシ

ブソーラ」，「日光浴」では， 日中の使用がメインで

あるため，使用頻度もそれに対す る評価も高 くなっ

てい る。
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－1 0 －

3 ．3 結露状況

ウインターガーデンの結露発生の有無を第4表に示

す。結露の発生は全体の20％を占めた。ここで，ウ

インターガーデンを換気の方法によって4 タイプに分

類してみた （第4図参照）。

（ 丑密閉型 ：閉め切った状態ではウインターガー

デンは密 閉状態 になる。

②半密閉型 ：住宅は自然換気システムで，ウイン

ターガーデンと室内の間に換気 口が

ある。

総合評価
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第4 表 ウインターガーデンの換気方法の違いによ

る結露発生の状況
‾ねble 4 ．V e n tila to「y m e th o d o f w 山te「g a「d e n a n d

C O n d itio n o f d e w ln g g e n e ra t io n ．

（ 軒 ：N um b er o fcases）

凡例 ：＊ ：第 4 図参照
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第4 図 ウィンターガーデンの換気の仕方

F ig ．4 ．V e n tila to「y m e th o d o f w in te「g a「d e n ．

第5 表 現状の床面積に対する評価

‾b b l e 5 ． T h e p 「 e s e n t s i t u a t i o n i n w i n t e 「 g a 「 d e n ’s f 1 0 0 「 S P a C e a n d t h e a p p 「 a i s a l o f i t ．

（ 軒 ：N um b er o f cases）

注：太枠内は床面積10n了未満

凡例 ：r ：大きくしたい，S ：適 当，t ：小 さくしたい

N o te ：F lo o r a re a is le s s th a n l O r＃ w ith in th e th ic k lim its

L eg en d ：r ：W an t to en la rg e ；S ：A deq u acy ：t ：W ant to retren ch

③外排出型 ：ウインターガーデンに屋外への排出

型換気扇があるか， 自然換気のため

の換気口がついている。Lまたは，ウ

インターガーデ ンの天井全面 もしく

は一部が，住宅の軒天井で構成 され

てい る。

仙11 －

④内排出型 ：住宅は機械排気の換気システムを持

ち， ウインターガーデ ン と室内の間

に換気 口や吸気孔がある。

その結果，結露 しているウインターガーデンの57

％が密閉型，43％が半密閉型であった。また，密閉

型の80 ％，半密閉型の27％に結露が発生 してお り，
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外排出型と内排出型には生じていない。後者の二つ

のタイプのように，強制的な空気の排出は結露対策

には有効だが，冬季において熱損失が大きいことが

欠点となる。他方で，「乾燥室」のように水蒸気が多

量に発生する場合でも，室温がある程度コントロー

ルできる日中には，大きな障害は発生しないと考え

られる。ただし，機械的制御による換気システムや

熱交換システムなどを導入している住宅では，ウィ

ンターガーデン内に吸気口や排気口を取り込む場合，

住宅内の温湿度や換気制御に支障を来すことが考え

られるので，増築時には注意する必要がある。

3．4　大きさに対する評価

　ウィンターガーデンの大きさとその評価について

の結果を第5表に示す。床面積は，10m2以下のものが

全体の77％を占めた。これは，10m2以上になると建

築確認申請の届け出が必要となるためと思われる。

また，住宅にベランダなどの突出部分がある場合，そ

の上にサンルームを設置し，別途基礎工事を行わな

い簡易なものが，フロアタイプの77％を占めて

いた3）。当然，ウィンターガーデンの大きさは，ベラ

ンダ部分の構造や大きさによって制約を受け，面積

的に大きなものを設置することが困難となる。特に，

奥行きに関しては，隣地との境界や庭スペースなど

との兼ね合いが考慮され，寸法が小さくなる。その

ため，間口を広げて面積を大きくするものが多くみ

られたが，イスやテーブルなどを置くスペースが確

保できず，多目的な利用は期待できない。

　大きさに対する評価では，ウィンターガーデンの

使用目的と評価内容が大きく反映されていた。現行

よりも小さくしたいという回答者の8割が，「ウィン

ターガーデンを作って失敗した」としており，10m2

を超える大きなものばかりで，居間の延長としての

利用を期待したものであった。逆に，今よりも大き

くしたいという回答は，全体の26％であった。その

すべてが奥行き1.8m未満のもので，面積が小さいほ

　ど拡張に対する要望が強いことがわかった。ウィン

ターガーデンを比較的有効と感じて利用している物

件においては，多目的に利用する傾向が強く，特に

　日中の使用頻度が高い。そのため，頻繁に利用する
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のは「子供」，「主婦」，「高齢者」である。このよう

に，家族構成によってもウィンターガーデンの大き

さへの要望が大きくばらついているものと考える。

　今回の調査では，回答者の多くが，「高齢者」であ

ったため，日光浴など比較的小さなスペースでの利

用が主なものであり，大きさに対する評価も現状で

満足しているという結果になっている。

　　　　　　　   4．お わ り に

　現在，北海道内で使用されているウィンターガー

デンは，増築による居住スペースの拡大を意識した

ものが多い。これは，限られた居住空間に占める人

間の活動範囲が，ライフスタイルの変化や物の増減

によって大きく変化していくことへの対処法の一つ

とも考えられる。そのため，半戸外空間的な
あいまい

曖昧な

使われ方は，ややもすれば敬遠されがちで，十分な

活用がされていない。風除室のような半戸外空間は，

使用目的も明確であり，広く普及しているが，構造

的にも同様のウィンターガーデンはあまり普及して

いない。特に，増築による大きさ制限を受ける場合

や使用目的に応じた温熱環境を考慮しない設計・施

工は，多目的な利用や使用者への利便性の向上を阻

害している。そのため，断熱・気密性，施工性を考

慮し，半戸外的なものから居室レベルの性能を維持

できるバリエーションに富んだウィンターガーデン

の開発が求められる。
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